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皮
革
の
流
通

要
　
　
約

福
岡
藩
の
皮
革
大
坂
廻
送
を
中
心
と
し
て

上
田
　
武
司

江
戸
時
代
の
物
流
に
と
っ
て
、
瀬
戸
内
海
は
非
常
に
重
要
な
航
路
で
あ
っ
た
。
西
日
本
各
地
か
ら
渡
辺
村
に
運
ば
れ
た
皮
革
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
瀬
戸
内

海
を
通
っ
て
運
ば
れ
た
。
福
岡
藩
も
牛
馬
皮
革
の
売
り
捌
き
の
た
め
こ
こ
を
通
っ
て
大
坂
に
廻
送
し
、
渡
辺
村
の
皮
革
商
人
と
取
引
を
し
て
い
た
。

そ
の
様
子
は
、
岡
津
御
仕
組
革
会
所
手
代
左
平
の
万
延
元
年
時
の
「
登
坂
日
記
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
渡
辺
村
を
中
心
と
す
る
商

談
の
舞
台
や
廻
送
さ
れ
た
皮
革
の
流
通
、
同
村
皮
革
問
屋
の
果
た
し
た
役
割
な
ど
、
大
坂
で
の
皮
革
を
め
ぐ
る
取
引
の
実
態
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に

な
に
わ
の
海
の
時
空
館
は
、
江
戸
時
代
の
菱
垣
廻
船
を
復
元
・

展
示
し
、
港
や
海
運
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
博
物
館
で
あ
る
。

昨
秋
、
こ
う
し
た
当
館
の
主
題
で
あ
る
海
運
物
流
研
究
の
一
環
と

し
て
、
パ
ネ
ル
展
示
「
皮
革
の
流
通
－
瀬
戸
内
海
を
通
る
」
を
実

（
1
）

施
し
た
。

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
江
戸
時
代
の
「
摂
津
渡
辺
村
が
取
り
扱
っ
た
皮
革
は
年
間
稔
数
十

万
枚
余
」
の
根
拠
と
な
る
、
大
坂
西
町
奉
行
阿
部
遠
江
守
の
「
諸

色
取
締
方
之
儀
二
付
奉
伺
侯
書
付
」
（
天
保
一
三
年
）
　
で
、
代
表

的
二
〇
項
目
の
産
物
の
一
つ
と
し
て
、
皮
革
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
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②
西
日
本
を
中
心
と
す
る
江
戸
時
代
渡
辺
村
の
皮
革
取
引
の
分
布
。

③
皮
革
の
海
道
と
な
っ
た
瀬
戸
内
海
航
路
。

④
具
体
的
な
取
引
事
例
と
し
て
、
福
岡
藩
御
仕
組
革
会
所
手
代
左
平

の
「
登
坂
日
記
」
か
ら
同
藩
の
皮
革
大
坂
廻
送
と
、
渡
辺
村
か

ら
薩
摩
藩
知
覧
へ
の
獣
骨
の
移
出
。

⑤
福
岡
藩
の
皮
革
大
坂
廻
送
の
う
ち
、
筑
前
若
松
を
出
帆
後
大
坂
富

島
着
船
ま
で
と
、
大
坂
を
舞
台
と
す
る
商
談
の
経
過
。

⑥
渡
辺
村
皮
革
問
屋
岸
部
屋
六
兵
衛
と
薩
摩
藩
知
覧
の
海
運
業
仲
覚

兵
衛
と
の
獣
骨
の
取
引
。

⑦
皮
・
革
の
違
い
、
渡
辺
村
の
皮
革
流
通
に
お
け
る
位
置
付
け
な
ど

に
つ
い
て
。

⑧
ま
と
め
と
し
て
、
諸
国
の
台
所
と
し
て
の
江
戸
期
の
大
坂
に
お
い

て
、
皮
革
の
取
引
は
単
に
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
連

関
的
波
及
効
果
を
発
揮
し
、
大
坂
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
。

以
上
が
展
示
の
流
れ
で
あ
る
。
今
回
、
本
誌
に
寄
稿
の
機
会
を

与
え
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
な
か
か
ら
特
に
、
皮
革
等
を
め
ぐ
る
交

易
の
事
例
と
し
て
、
福
岡
藩
の
皮
革
大
坂
廻
送
に
つ
い
て
、
そ
の

考
察
の
過
程
を
報
告
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
課
題
の
認
識

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

江
戸
時
代
の
物
流
に
と
っ
て
、
瀬
戸
内
海
は
非
常
に
重
要
な
航

路
で
あ
っ
た
た
め
、
様
々
な
交
易
品
が
こ
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
運

ば
れ
た
。
皮
革
等
の
流
通
に
あ
っ
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
福

岡
藩
も
専
売
に
し
て
い
た
牛
馬
皮
革
の
売
り
捌
き
の
た
め
、
同
品

を
た
び
た
び
大
坂
に
廻
送
し
渡
辺
村
の
皮
革
商
人
と
取
引
を
し
て

い
た
。福

岡
藩
の
皮
革
大
坂
廻
送
の
様
子
は
、
福
岡
部
落
史
研
究
会
編

『
松
原
革
会
所
文
書
　
第
二
巻
』
　
に
収
め
ら
れ
て
い
る
御
仕
組
革

会
所
手
代
左
平
の
万
延
元
　
（
一
人
六
〇
）
　
年
時
の
「
登
坂
日
記
」

に
よ
っ
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
降
こ
の
日
記
を
中
心

に
、
同
書
中
の
他
の
記
録
内
容
も
補
い
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
永
尾
正
剛
「
福
岡
藩
皮
革
の
大
阪
廻
送
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
創
刊
号
所
収
）
　
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で

に
当
該
日
記
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
重
複
す
る
部
分

は
簡
略
化
し
、
海
運
物
流
の
観
点
に
加
え
廻
送
先
の
大
坂
に
焦
点

を
絞
り
、
大
坂
で
の
商
談
の
舞
台
設
定
と
渡
辺
村
皮
革
問
屋
の
果

た
し
た
役
割
な
ど
、
大
阪
に
と
っ
て
も
非
常
に
興
味
深
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

l
　
筑
前
若
松
出
帆
後
、
大
坂
富
島
着
船
ま
で

左
平
の
　
「
登
坂
日
記
」
か
ら
、
こ
の
間
の
状
況
を
要
約
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

福
岡
藩
松
原
草
会
所
に
集
め
ら
れ
た
牛
馬
皮
革
を
満
載
し
、
同
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所
役
人
猪
城
仁
三
並
び
に
手
代
左
平
と
船
頭
与
三
郎
そ
の
他
の
乗

組
貝
を
乗
せ
て
、
万
延
元
年
九
月
二
五
日
の
日
和
の
な
か
、
妙
神

丸
は
筑
前
若
桧
を
出
帆
し
た
。
福
岡
藩
の
傭
船
と
考
え
ら
れ
る
同

船
の
大
き
さ
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
が
、
他
の
例
な
ど
か
ら
三

〇
〇
石
な
い
し
四
〇
〇
石
、
米
換
算
で
四
五
－
か
ら
六
〇
－
積
ぐ

ら
い
、
当
館
展
示
の
千
石
積
級
菱
垣
廻
船
浪
華
丸
の
約
二
～
三
分

の
一
ほ
ど
の
船
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

妙
神
丸
は
そ
の
日
の
う
ち
に
下
関
に
着
く
。
翌
々
日
の
九
月
二

七
日
に
同
所
を
出
帆
し
、
中
ノ
関
・
上
ノ
関
を
経
て
、
三
〇
日
、

室
積
に
風
待
ち
の
た
め
繋
船
す
る
。
同
所
の
出
帆
は
一
〇
月
一
日

に
な
る
。
三
日
の
午
後
、
多
度
津
に
着
く
。
翌
四
日
、
猪
城
仁
三

は
金
毘
羅
・
善
通
寺
を
参
詣
し
、
同
日
多
度
津
を
出
帆
す
る
。
し

か
し
こ
れ
か
ら
は
、
風
向
・
天
候
と
も
に
悪
く
、
よ
う
や
く
八
日

に
着
い
た
明
石
で
も
同
様
の
状
態
で
あ
っ
た
。

一
〇
月
一
〇
日
、
左
平
は
こ
の
明
石
か
ら
陸
路
大
坂
を
め
ざ
す

こ
と
と
な
り
、
途
次
で
は
名
所
見
物
も
欠
か
さ
な
い
が
、
翌
一
一

日
昼
ご
ろ
に
は
大
坂
に
着
く
。
早
速
、
福
岡
藩
蔵
屋
敷
に
赴
き
、

御
金
方
牧
武
太
夫
並
び
に
清
水
善
蔵
に
手
紙
を
届
け
、
そ
の
夜
は

葉
村
屋
書
兵
衛
方
に
泊
ま
る
。
葉
村
屋
の
明
確
な
場
所
の
記
載
は

な
い
。
後
述
の
よ
う
に
妙
神
丸
は
富
島
一
丁
目
の
浜
に
着
船
す
る

が
、
そ
の
夜
、
徒
歩
で
富
島
か
ら
葉
村
屋
に
移
動
し
て
い
る
の
で
、

浜
か
ら
余
り
遠
く
は
な
い
場
所
と
想
定
で
き
る
。
ま
た
同
所
は
、

登
坂
の
際
の
逗
留
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
わ
ざ

わ
ざ
場
所
を
記
録
に
残
さ
な
い
で
も
よ
い
ぐ
ら
い
、
近
し
い
人
物

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

明
け
て
一
〇
月
一
二
日
は
、
皮
革
の
商
況
を
調
べ
る
た
め
所
々

を
巡
り
、
雷
鳥
一
丁
目
万
屋
平
兵
衛
方
に
も
行
き
、
何
か
伝
言
を

し
て
い
る
。
一
三
日
も
同
様
に
所
々
を
巡
り
、
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
で

の
虫
払
い
場
所
借
受
の
投
取
り
を
葉
村
屋
と
相
談
し
、
あ
と
は
堺

屋
林
平
と
い
う
人
に
す
べ
て
を
任
せ
て
い
る
。

妙
神
丸
が
安
治
川
を
通
っ
て
富
島
に
到
着
す
る
の
は
一
〇
月
一

五
日
と
な
る
。
妙
神
丸
到
着
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
左
平
は
葉
村

屋
と
同
道
し
て
富
島
へ
行
く
。
手
回
り
道
具
な
ど
は
伝
馬
廠
で
葉

村
屋
に
送
り
、
同
時
に
着
い
た
荷
物
は
、
翌
一
六
日
に
古
川
ふ
じ

屋
の
蔵
を
借
り
受
け
て
入
れ
る
。
荷
物
七
六
箇
、
は
ら
皮
六
箇
分

四
人
枚
と
の
記
述
が
あ
る
。
富
島
の
南
側
に
は
古
川
と
い
う
川
が

あ
り
同
名
の
町
も
あ
っ
た
の
で
、
浜
近
く
の
蔵
を
借
り
た
こ
と
に

な
る
。1

　
妙
神
丸
積
荷
の
状
況

万
延
元
年
の
「
登
坂
日
記
」
に
お
け
る
積
荷
に
関
す
る
記
述
と

し
て
は
、
妙
神
丸
に
積
み
が
た
い
分
、
釜
惣
反
古
一
人
箇
、
奥
御

用
蝋
燭
五
〇
箇
、
小
倉
神
田
屋
作
次
郎
船
を
雇
い
積
み
廻
す
、
と

い
う
内
容
と
、
富
島
着
岸
後
、
古
川
ふ
じ
屋
の
蔵
を
借
り
て
入
れ
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置
い
た
も
の
、
荷
物
七
六
箇
及
び
は
ら
皮
六
箇
分
四
人
枚
、
と
の

記
述
し
か
な
い
。
こ
れ
だ
け
の
内
容
で
は
全
体
像
を
把
握
す
る
こ

と
が
難
し
い
の
で
、
同
書
に
所
収
の
他
の
記
述
内
容
も
あ
わ
せ
て
、

積
荷
の
状
況
を
考
え
た
い
。

同
書
に
は
、
安
政
四
　
（
一
入
五
七
）
　
年
一
〇
月
の
送
り
状
の
写

し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
坂
に
廻
送
し
た
妙
神
丸
の
船
頭
与
三

郎
と
菓
村
屋
書
兵
衛
の
両
者
が
立
会
い
確
認
し
た
積
荷
の
高
が
、

福
岡
藩
蔵
屋
敷
の
蔵
元
で
あ
る
炭
屋
彦
五
郎
宛
に
報
告
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
次
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

筑
前
博
多
松
原
草
会
所
分

滑
牛
皮
弐
拾
丸
　
草
数
四
百
枚
、
（
滑
）
　
馬
皮
三
拾
四
丸
　
同
八

百
五
拾
枚
、
に
へ
拾
四
丸
、
細
物
馬
爪
入
壱
丸
、
嶋
毛
弐
枚
、
振

毛
牛
尾
壱
丸
、
に
へ
振
毛
牛
尾
取
合
弐
丸
、
板
目
革
弐
枚
、
〆

七
拾
弐
枚
　
（
丸
）
、
嶋
毛
弐
枚
、
板
目
革
弐
枚

筑
前
木
月
草
会
所
分

男
牛
皮
廿
人
丸
　
但
革
数
百
六
拾
八
枚
、
女
牛
皮
弐
拾
六
丸
　
但

革
数
弐
百
三
拾
弐
枚
、
馬
皮
九
九
　
革
数
九
拾
枚
、
〆
　
六
拾
三

丸
　
但
革
高
四
百
九
拾
牧

牛
馬
皮
革
他
の
荷
物
を
松
原
革
会
所
及
び
木
月
革
会
所
に
分
け

て
報
告
し
て
い
る
が
、
同
年
同
月
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

妙
神
丸
の
一
航
海
の
荷
物
で
あ
ろ
う
。
挿
入
し
た
（
滑
）
は
脱
字
、

「
七
拾
弐
枚
」
　
の
枚
は
　
（
丸
）
　
の
誤
記
と
考
え
る
。
ま
た
丸
は
荷

造
り
の
単
位
で
、
他
の
例
に
よ
っ
て
も
紙
等
は
同
単
位
で
数
え
ら

れ
て
い
る
。
大
坂
へ
の
廻
船
荷
物
の
な
か
に
、
風
袋
・
縄
引
と
値

引
き
の
記
載
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
縄
で
丸
め
ら
れ
た
状
態
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
重
量
に
な
る
の
か
。
同
書
中
の
安
政
三

（
一
人
五
六
）
　
年
の
も
の
と
堆
走
さ
れ
て
い
る
「
御
仕
組
革
御
益

銀
上
納
帳
」
か
ら
、
納
め
ら
れ
た
皮
革
の
重
量
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
男
牛
皮
一
枚
に
つ
い
て
は
、
大
小

ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
二
七
二
例
の
平
均
値
で
一
人
・
三
斤
＝
一

一
・
〇
短
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
大
坂
登
」
と
記
載
さ
れ
、

「
家
中
売
」
　
の
記
載
の
な
い
も
の
が
一
五
例
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で

み
る
と
一
枚
あ
た
り
の
平
均
で
二
〇
・
四
斤
＝
一
二
二
一
也
と
や

や
重
く
な
っ
て
い
る
。

重
皮
・
馬
皮
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
六
五
件
と
三
三
一
件

の
事
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
男
牛
皮
の
よ
う
に
「
大
坂
登
」
　
の
記

載
は
な
く
、
す
べ
て
が
「
家
中
売
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か

で
、
重
皮
一
枚
あ
た
り
代
二
貫
五
〇
〇
文
、
馬
皮
同
二
貢
八
〇
〇

文
の
事
例
が
、
八
～
九
割
を
超
え
る
割
合
で
記
さ
れ
て
い
る
。
同

書
中
「
安
政
四
年
巳
十
二
月
大
坂
引
合
心
得
帳
」
　
に
「
元
買
走
」

が
あ
り
、
男
牛
皮
一
斤
に
付
き
二
〇
〇
文
宛
、
女
牛
皮
一
枚
に
付

き
二
貫
五
〇
〇
文
宛
、
馬
皮
一
枚
に
付
き
一
貫
八
〇
〇
文
宛
の
記

事
が
あ
り
、
納
め
る
際
に
何
か
標
準
的
な
重
さ
の
規
格
が
あ
っ
た
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の
．
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
他
上
納
帳
中
に
は
ハ
馬
皮
に
つ
い
て
一
枚
二
三
斤
、
代
四

貫
六
〇
〇
文
の
事
例
が
一
つ
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
一
斤
あ

た
り
二
〇
〇
文
と
な
り
、
標
準
的
な
規
格
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、

一
枚
あ
た
り
九
斤
と
な
る
が
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
一
枚
二
三
斤
の

事
例
は
非
常
に
重
い
。
そ
の
た
め
に
特
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
事
例
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
標
準
的

な
規
格
と
考
え
ら
れ
る
重
量
が
推
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
点
、
重
皮
に
つ
い
て
は
そ
の
重
量
が
い
ま
一
つ
明
確
で
は

な
い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
同
書
の
「
安
政
四
年
巳
十
一
月
播
五
太

又
両
家
革
請
取
渡
勘
定
帳
」
な
ら
び
に
「
安
政
四
年
巳
十
一
月
手

ひ
か
へ
帳
」
に
よ
っ
て
、
廻
送
さ
れ
た
皮
革
で
検
討
を
す
す
め
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
男
牛
皮
は
一
枚
約
一
一
～
一
二
短
と
な
っ
て
お

り
、
上
納
帳
に
記
載
さ
れ
た
重
量
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
ち
な
み

に
一
丸
単
位
で
み
る
と
、
六
枚
一
括
り
程
度
で
重
さ
約
六
〇
～
七

〇
短
と
な
っ
て
お
り
、
米
俵
一
俵
の
重
量
と
よ
く
似
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
重
皮
で
六
～
一
〇
枚
／
丸
、
馬
皮
で
一
〇
枚

／
丸
と
な
っ
て
い
る
。

重
皮
で
は
、
太
鼓
屋
又
兵
衛
宛
一
一
一
枚
ニ
ー
〇
二
貫
三
〇
〇

目
・
丸
数
一
一
丸
と
、
播
磨
屋
五
兵
衛
宛
一
一
一
枚
二
一
〇
七
草

七
〇
〇
目
・
丸
数
一
一
丸
の
二
例
が
あ
る
。
合
計
二
二
二
枚
・
四

一
〇
貫
・
丸
数
二
二
丸
と
な
り
、
一
枚
あ
た
り
の
平
均
重
量
約
一

貫
八
四
七
匁
＝
一
一
・
五
斤
＝
六
・
九
短
、
一
丸
あ
た
り
同
一
八

貫
六
三
六
匁
＝
一
一
大
・
五
斤
＝
六
九
・
九
短
と
な
る
。
こ
の
数

字
を
「
元
買
走
」
億
と
大
坂
売
値
と
で
比
較
し
、
こ
れ
で
割
戻
し

て
み
る
と
、
一
斤
あ
た
り
お
お
よ
そ
代
二
五
〇
文
と
な
り
、
一
枚

あ
た
り
代
二
貫
五
〇
〇
文
の
重
量
と
し
て
は
一
〇
斤
と
な
る
。

こ
の
他
断
片
的
で
は
あ
る
が
数
字
を
拾
っ
て
み
る
と
、
板
目
皮

一
枚
で
一
五
・
四
斤
＝
九
・
二
短
、
女
牛
皮
一
枚
で
八
・
四
斤
I
－

五
・
一
也
の
例
が
あ
る
。
な
お
滑
草
で
は
、
牛
滑
革
二
〇
枚
／
丸
、

馬
滑
革
二
五
枚
／
丸
の
例
が
み
ら
れ
る
。

以
上
、
抽
出
し
た
事
例
の
平
均
値
と
標
準
的
な
規
格
の
重
量
と

考
え
ら
れ
る
数
値
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

馬　　 重　 男
牛

皮　　 皮　皮

　　（　　　　　〈　　　　　（　　　　　　　　（規　 規　平　 平
格　 格　均　 均
　　）　　　　　　　　）　　　　　　　　）　　　　　　　　）

九 O T 八

0　 0　五　 三 枚
あ斤　 斤　斤　 斤

た
凶五　 六　 大　一

四　 ○　 九　 ○
kg　kg　kg　kg

○　　　 八　 六
放　　 牧　 枚 丸
五　　　 五　 六 あ
四　　　 五　 六 た
○　　 ± d り

kg　　 kg　kg

‾「
○　五　　　 ○ 元
0　 0　　　 0 買
文　 文　　 文 ′▲「■臼
／　 ／　　 ／ 」

値斤　斤　　 斤

輸
出
用
長
崎
下
り
の
棒
鋼
も
、
一
〇
〇
斤
ず
つ
す
な
わ
ち
六
〇

短
を
木
箱
に
詰
め
、
大
坂
か
ら
長
崎
へ
船
で
運
ば
れ
て
い
る
。
上

記
の
皮
革
も
ー
丸
あ
た
り
六
〇
短
前
後
で
、
当
時
の
人
力
に
よ
る

荷
役
形
態
を
考
え
る
と
米
俵
一
俵
六
〇
短
と
し
て
明
治
以
降
定
め

ら
れ
た
よ
う
に
、
荷
造
り
の
際
の
重
さ
の
目
安
と
し
て
意
識
さ
れ

部落解放研究Ⅰも1642005．6



64

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

仮
に
一
丸
六
〇
短
で
単
純
計
算
す
る
と
、
安
政
四
年
一
〇
月
の

送
り
状
に
記
載
さ
れ
た
荷
物
の
重
量
は
お
お
よ
そ
八
－
に
な
る
。

そ
こ
に
混
載
の
諸
荷
物
が
積
ま
れ
、
船
頭
ほ
か
乗
組
員
と
福
岡
藩

の
役
人
な
ど
、
安
政
四
年
の
登
坂
事
例
に
よ
る
と
「
乗
合
い
の
者

七
名
」
が
起
居
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
万
延
元
年
時

に
古
川
ふ
じ
屋
の
蔵
に
預
け
ら
れ
た
荷
物
七
六
箇
及
び
は
ら
皮
六

箇
分
四
人
枚
は
、
そ
の
す
べ
て
を
皮
革
八
二
丸
と
仮
定
す
る
と
約

五
－
の
蚤
さ
に
な
る
。

な
お
、
先
の
上
納
帳
に
よ
る
と
、
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
男

牛
皮
で
二
件
、
重
皮
で
一
一
件
、
馬
皮
で
は
一
五
件
に
「
廿
文

塩
代
」
な
ど
と
い
う
記
述
が
出
て
く
る
。
時
期
的
に
も
こ
れ
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
腐
敗
防
止
の
た
め
に
塩
漬
け
し
た
塩
代
を
い

う
の
で
あ
ろ
う
。
「
大
坂
登
」
　
の
皮
革
と
重
な
っ
て
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
は
な
い
が
、
大
坂
廻
送
時
の
値
引
き
の
種
類
と
し
て
、

既
述
の
縄
引
の
他
に
毛
引
・
塩
引
の
事
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
積

荷
の
な
か
に
塩
で
腐
敗
を
防
い
だ
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

明
治
期
の
資
料
に
、
「
大
阪
皮
革
製
造
業
」
と
遷
す
る
報
告
書

が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
「
牛
皮
に
生
の
外
に
塩
漬
と
乾
皮
と
あ
る

よ
し
前
記
せ
し
が
、
塩
漬
乾
皮
共
に
腐
敗
を
防
ぎ
保
存
に
便
に
し

た
る
も
の
に
て
、
塩
漬
は
六
七
ケ
月
又
乾
皮
は
虫
害
を
予
防
す
れ

ば
一
ケ
年
間
貯
蔵
す
る
を
得
べ
し
。
ま
た
、
裏
打
の
際
生
じ
た
る

察
は
膠
に
製
し
、
牛
毛
は
下
等
毛
布
其
の
他
の
毛
織
物
に
製
す
る

等
棄
つ
べ
き
所
な
し
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
で
み
て
も
、
妙

神
丸
の
航
程
は
皮
革
の
腐
敗
を
避
け
る
に
は
十
分
な
期
間
で
あ

る
。2

　
筑
前
国
「
船
宿
」
で
あ
っ
た
万
屋
平
兵
衛

延
享
五
　
（
一
七
四
人
）
　
年
、
大
坂
で
板
行
さ
れ
た
　
『
改
定
増
補

難
波
丸
綱
目
』
　
を
み
る
と
、
「
諸
国
間
屋
並
び
に
船
宿
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
、
当
時
の
大
坂
で
国
問
屋
や
船
宿
を
営
業
し
て
い
た

諸
商
人
の
名
前
と
所
在
地
が
記
さ
れ
て
い
る
。
重
複
す
る
店
も
あ

る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
屋
や
船
宿
が
国
別
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
取
引
の
分
野
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

初
版
の
延
享
五
年
版
と
、
そ
の
後
大
幅
改
正
さ
れ
た
安
永
六
（
一

七
七
七
）
　
年
版
を
比
べ
る
と
、
同
項
中
、
筑
前
国
船
宿
は
三
軒
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
万
屋
平
兵
衛
の
名
は
、
同
国
船
宿
と
し

て
そ
の
両
版
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
延
享
版
で
は
「
若

松
・
黒
崎
　
富
嶋
二
丁
メ
　
万
屋
平
兵
衛
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、

安
永
版
で
は
若
松
と
黒
崎
の
地
名
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

左
平
の
日
記
に
は
「
富
嶋
一
丁
メ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書

で
は
「
富
鴫
二
丁
メ
」
と
し
て
表
記
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
や
、

最
も
近
い
天
保
一
〇
　
（
一
人
三
九
）
　
年
版
で
も
、
同
日
記
と
は
二

一
年
の
開
き
が
あ
る
な
ど
の
差
違
は
あ
る
が
、
こ
れ
．
ら
が
同
じ
船
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層
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
富
島
一
・
二
丁
メ
は
、
現
大
阪
市
西
区
川
口
二
二
二
丁
目

付
近
に
あ
た
り
、
大
阪
税
関
の
富
島
出
張
所
や
大
阪
市
港
湾
局
の

富
島
上
屋
が
あ
り
、
現
在
も
富
島
と
い
う
旧
地
名
を
冠
し
た
施
設

が
存
在
す
る
。
こ
の
辺
り
一
帯
は
　
『
摂
津
名
所
図
会
』
　
の
「
安
治

川
橋
」
の
図
に
も
描
か
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
諸
国
の
台
所
・

大
坂
随
一
の
船
の
出
入
り
が
あ
っ
た
場
所
で
、
行
き
か
う
船
の
帆

柱
の
数
は
、
一
目
千
本
と
謳
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
改
定
増
補
　
難
波
丸
綱
目
』
　
延
享
五
年
版
で
み
る
と
、
筑
前

国
船
宿
は
全
部
で
五
軒
あ
り
、
各
船
宿
名
の
上
に
、
残
嶋
・
今
津
、

残
鴫
・
宮
津
、
唐
泊
∴
呂
浦
、
姪
潰
・
博
多
、
そ
し
て
万
屋
平
兵

衛
が
若
松
及
び
黒
崎
と
、
そ
れ
ぞ
れ
方
面
別
の
受
け
持
ち
区
域
と

考
え
ら
れ
る
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
福

岡
藩
の
蔵
物
を
廻
送
す
る
、
筑
前
国
若
桧
を
出
帆
し
た
妙
神
丸
与

三
郎
船
が
大
坂
に
入
津
す
る
目
的
地
は
、
富
島
の
万
屋
平
兵
衛
浜

と
定
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

江
戸
時
代
、
諸
藩
は
大
坂
に
自
ら
の
土
地
や
屋
敷
を
所
有
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
各
藩
の
蔵
屋
敷
は
大
坂
商
人
の
名
義
と
な
っ
て

い
た
。
ま
た
、
蔵
屋
敷
に
は
藩
の
蔵
物
の
販
売
を
さ
せ
る
蔵
元
、

代
金
の
管
理
・
運
用
に
あ
た
ら
せ
る
掛
屋
と
い
う
商
人
が
い
た
。

こ
の
他
用
達
・
用
聞
と
呼
ば
れ
る
商
人
ま
で
、
蔵
屋
敷
に
関
わ
る

商
人
は
数
多
く
い
た
が
、
船
宿
も
ま
た
そ
の
一
角
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
船
宿
は
「
元
来
荷
物
・
船
用
品
の
周
旋
者
で
、
錨
・

網
・
食
料
品
を
提
供
し
、
船
に
関
す
る
訴
訟
に
は
船
宿
が
代
理
人

と
な
」
り
、
ま
た
「
町
奉
行
所
そ
の
他
と
の
船
長
船
員
と
の
間
に

立
ち
、
種
々
の
行
政
的
事
務
を
な
し
た
」
　
の
で
あ
る
。

こ
の
行
政
的
事
務
で
あ
る
が
、
船
宿
や
船
問
屋
は
、
人
口
調
査
・

入
出
港
の
船
や
積
荷
と
人
員
の
調
査
な
ど
、
現
在
の
大
阪
港
で
い

う
港
勢
、
港
の
勢
い
を
表
す
資
料
の
基
礎
調
査
を
大
坂
町
奉
行
所

か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
海
運
の
発
達
し
た
大
坂
第
一
番
の
受
入

れ
口
と
し
て
、
重
宝
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
寛
永
一

一
（
一
六
三
四
）
年
付
け
の
大
坂
の
人
口
に
関
す
る
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
船
宿
・
船
問
屋
に
も
こ
の
調
査
を
命
じ

た
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
廻
船
の
発

達
と
と
も
に
必
然
的
に
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
　
大
坂
を
舞
台
と
す
る
商
談
の
経
過

再
度
、
左
平
の
日
記
に
戻
り
、
大
坂
富
島
着
船
後
の
商
談
の
経

過
を
要
約
す
る
。

妙
神
丸
の
富
島
到
着
の
翌
〓
ハ
日
に
は
、
左
平
が
渡
辺
村
に
出

向
き
、
太
鼓
屋
又
兵
衛
、
岸
部
屋
吉
五
郎
、
岸
部
屋
周
次
郎
、
大

和
屋
又
兵
衛
、
播
磨
屋
五
兵
衛
、
池
田
屋
息
兵
衛
、
明
石
屋
伊
左

衛
門
、
岸
部
屋
九
兵
衛
、
播
磨
屋
亀
七
、
岸
部
屋
平
兵
衛
、
以
上
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の
人
々
に
聞
き
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。
一
七
日
は
猪
城
仁
三
が

藩
の
蔵
屋
敷
に
出
向
い
た
り
、
左
平
は
そ
の
供
を
し
て
買
物
に
行

っ
た
り
し
て
過
ご
す
が
、
こ
れ
以
降
、
商
談
の
具
体
的
な
や
り
と

り
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
続
く
。

1
　
大
坂
で
の
商
談
日
記

一
〇
月
一
八
日
　
葉
村
屋
同
道
で
渡
辺
村
に
行
き
、
皮
革
の
値
段

（
岸
部
屋
吉
五
郎
、
岸
部
屋
周
次
郎
両
名
の
値
付
値
段
が
記
録
さ

れ
㌣
い
る
）
を
聞
き
合
わ
せ
、
相
場
を
書
き
取
る
。

一
九
日
　
葉
村
屋
に
岸
部
屋
九
兵
衛
が
訪
れ
「
荷
物
一
件
委
細
相

談
」
す
る
。
田
原
屋
藤
助
来
る
。

二
二
日
　
牛
馬
皮
の
見
立
て
に
、
岸
部
屋
周
次
郎
手
代
が
来
て
、

葉
村
屋
同
道
で
古
川
ふ
じ
屋
の
蔵
ま
で
出
か
け
る
。
葉
村
屋

同
道
で
岸
部
屋
周
次
郎
方
へ
値
決
め
に
行
く
　
（
備
付
値
段
の

記
録
あ
り
）
。

二
三
日
　
太
鼓
屋
又
兵
衛
来
る
。
相
談
し
て
大
要
は
聞
く
が
取
引

に
な
ら
ず
。
猪
城
仁
三
、
荷
物
売
払
い
一
件
に
つ
い
て
意
向

伺
い
の
た
め
、
藩
蔵
屋
敷
に
出
向
く
。

二
四
日
　
田
原
屋
藤
助
、
播
磨
屋
五
兵
衛
並
び
に
岸
部
屋
書
五
郎

手
代
来
る
。
両
名
牛
馬
皮
見
立
て
（
値
付
値
段
の
記
録
あ
り
）
。

二
五
日
　
田
原
屋
藤
助
来
る
。
太
鼓
屋
又
兵
衛
か
ら
の
備
付
は
な

い
が
、
他
よ
り
の
値
入
を
み
せ
て
も
ら
え
ば
、
高
い
か
ど
う

か
助
言
す
る
と
の
こ
と
で
、
蔵
屋
敷
に
い
る
猪
城
仁
三
に
伝

え
る
。

二
六
日
　
太
鼓
屋
又
兵
衛
手
代
来
る
。
荷
物
は
上
荷
船
で
積
廻
す
。

猪
城
仁
三
の
供
を
し
て
、
茶
船
で
渡
辺
村
へ
荷
物
改
め
に
行

く
。
葉
村
屋
同
道
。

二
七
日
　
太
鼓
屋
又
兵
衛
礼
に
来
る
。

二
八
日
　
猪
城
仁
三
の
供
で
蔵
屋
敷
の
牧
武
太
夫
・
宗
弥
一
郎
に

会
う
。
牛
馬
皮
値
段
合
わ
せ
の
た
め
、
牧
武
太
夫
が
太
鼓
屋

又
兵
衛
に
会
い
た
い
旨
、
手
紙
を
出
す
。

二
九
日
　
播
磨
屋
五
兵
衛
来
る
。

二
月
一
／
日
　
播
磨
屋
五
兵
衛
、
牛
皮
一
枚
破
断
の
手
紙
持
参
。

二
日
　
播
磨
屋
五
兵
衛
と
相
談
し
、
太
鼓
屋
又
兵
衛
を
呼
ぶ
。
夜

来
る
。

三
日
　
播
磨
屋
五
兵
衛
・
太
鼓
屋
又
兵
衛
の
使
い
来
る
。

四
日
　
太
鼓
屋
吉
三
郎
仕
切
り
下
地
書
持
参
。

以
上
が
、
渡
辺
村
の
皮
革
商
人
た
ち
と
の
商
談
並
び
に
往
来
の

あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
商
談
の
最
終
的
な
結
果
は
定
か
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
太
鼓
屋
又
兵
衛
宛
に
は
荷
物
を
上
荷
船
で
積
廻
し
、

買
入
値
段
を
記
し
た
仕
切
書
の
下
書
き
を
持
参
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
藩
の
方
に
は
、
葉
村
屋
舌
兵
衛
と
田
原
屋
藤
助
と
い
う
二
人

の
商
人
の
関
わ
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
逗
留
場
所
と
な
っ
て
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い
・
る
葉
村
屋
は
ど
こ
へ
行
く
の
に
も
同
道
し
、
田
原
屋
は
値
段
の

高
低
に
つ
い
て
助
言
を
し
よ
う
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
両
人

が
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
か
は
記
載
が
な
い
。

2
　
上
荷
船
業
を
営
ん
で
い
た
葉
村
屋
吉
兵
衛

左
平
の
日
記
に
よ
っ
て
、
大
坂
で
の
商
談
の
舞
台
が
ど
の
よ
う

な
位
置
関
係
に
あ
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
は
、
葉
村
屋
書
兵
衛
が

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
業
を
営
ん
で
い
た
人
物
で
あ
っ
た
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
資
料
と
し
て
、
堺
古

文
書
研
究
会
編
『
大
阪
市
中
の
上
荷
船
・
茶
船
』
　
が
あ
る
。

そ
の
な
か
に
、
大
坂
の
上
荷
船
業
者
と
尼
ケ
崎
の
渡
海
船
業
者

た
ち
が
、
争
論
に
及
ん
だ
事
件
が
あ
り
、
寛
政
一
〇
（
一
七
九
人
）

年
七
月
付
け
で
、
大
坂
町
奉
行
所
が
行
っ
た
裁
き
の
内
容
を
承
知

す
る
旨
の
文
書
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
、
上
荷
船
側
の
当
事
者
の
一

人
と
し
て
「
舟
町
浜
　
葉
村
屋
書
兵
衛
」
　
の
所
在
地
と
名
前
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
付
け
の
上
荷
船
組
合
同
士

の
申
し
合
わ
せ
で
は
、
一
方
の
当
事
者
の
証
人
と
し
て
も
同
人
の

所
在
地
と
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
左
平
の
日
記
の
万
延
元
年

と
は
六
二
年
の
開
き
が
あ
り
、
同
一
人
物
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
が
、
代
々
家
業
と
そ
の
名
を
引
き
継
い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

舟
町
は
、
現
大
阪
市
西
区
土
佐
堀
一
丁
目
及
び
江
戸
堀
一
丁
日

に
あ
た
り
、
現
在
よ
り
は
上
流
に
あ
っ
た
筑
前
橋
を
北
に
渡
る
と
、

左
前
方
に
福
岡
藩
の
蔵
屋
敷
が
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
町
は

「
七
ケ
村
ノ
上
荷
船
茶
船
ノ
船
夫
等
、
所
謂
落
橋
小
渡
シ
等
ノ
公

役
二
服
シ
テ
其
運
上
銀
ヲ
免
ゼ
ラ
レ
シ
ガ
、
是
二
到
リ
テ
更
二
極

印
ヲ
受
ケ
、
組
頭
ヲ
設
ケ
テ
其
業
ヲ
営
ム
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元

和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
上
荷
船
の
営
業
が
公
認
さ
れ
た
七
村
（
舟

町
、
川
崎
、
天
満
三
軒
家
、
過
書
町
、
福
島
、
野
田
、
伝
法
の
各
所
）

の
一
つ
で
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
本
船
と
市
中
各
所
間
の

運
送
を
独
占
し
て
い
た
上
荷
船
業
の
一
地
域
に
あ
た
る
。

ま
た
、
船
町
の
浜
と
い
え
ば
、
土
佐
堀
川
に
面
し
た
通
り
一
つ

南
側
の
西
横
堀
川
沿
い
の
場
所
（
現
西
区
江
戸
堀
一
丁
目
・
阪
神
高

速
道
路
環
状
線
土
佐
堀
出
口
付
近
）
　
以
外
に
な
く
、
こ
こ
で
葉
村
屋

が
上
荷
船
業
を
営
ん
で
い
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。
そ
れ
故
、
渡

辺
村
の
太
鼓
屋
又
兵
衛
宛
積
荷
を
運
ん
だ
上
荷
船
は
彼
の
船
で
あ

り
、
猪
城
仁
三
を
送
っ
た
茶
船
も
彼
の
手
配
す
る
と
こ
ろ
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

葉
村
屋
書
兵
衛
の
名
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
安
政
四
年
一
〇
月

付
け
の
福
岡
藩
蔵
元
炭
屋
彦
五
郎
宛
送
り
状
の
写
し
の
な
か
で
、

着
荷
確
認
の
立
会
人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
大
坂
の
十
人
両
替

商
の
一
人
で
鴻
池
屋
と
並
ぶ
大
商
人
で
あ
り
、
同
藩
の
蔵
物
を
取

り
仕
切
る
蔵
元
で
あ
る
炭
屋
彦
五
郎
宛
に
、
筑
前
国
か
ら
廻
送
し

て
き
た
妙
神
丸
船
頭
与
三
郎
と
、
こ
れ
を
受
け
取
り
市
中
の
河
川

を
運
送
す
る
上
荷
船
業
を
営
む
葉
村
屋
吉
兵
衛
の
両
名
が
立
会
人

部落解放研究Ⅰも1642005．6



68

と
な
っ
て
、
送
り
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
鼓

屋
又
兵
衛
・
播
磨
屋
五
兵
衛
宛
に
積
荷
を
積
廻
す
こ
と
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
段
取
り
を
考
え
る
と
、
同
業
を

営
ん
で
い
た
彼
の
役
割
や
関
わ
り
方
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

3
　
安
治
川
で
時
化
に
あ
い
、
助
け
ら
れ
た
船
頭
与
≡
部

つ
ぎ
に
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
発
せ
ら
れ
た
御
触
・
口
達
の
な

か
に
、
弘
化
三
　
（
一
人
四
六
）
　
年
一
一
月
に
「
難
船
助
け
遣
わ
し

侯
に
付
ぎ
、
夫
々
御
褒
美
下
さ
れ
候
事
」
と
し
て
、
源
七
ほ
か
一

四
人
の
上
荷
船
乗
り
の
人
々
が
、
安
治
川
口
に
お
い
て
「
筑
前
国

岩
屋
浦
直
乗
船
頭
与
三
郎
加
子
四
人
乗
廻
船
」
　
の
危
難
を
助
け
た

こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
少
し
触
れ
た
い
。

江
戸
時
代
の
大
坂
入
津
の
航
路
は
、
安
治
川
口
及
び
木
津
川
口

で
あ
っ
た
。
万
延
元
年
時
の
妙
神
丸
も
安
治
川
口
か
ら
富
島
の
浜

に
着
き
、
木
津
川
口
か
ら
帰
路
に
着
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

大
坂
町
奉
行
所
で
は
、
両
川
口
付
近
の
上
荷
船
の
者
に
命
じ
て
「
船

破
損
の
時
は
油
断
す
る
こ
と
な
く
上
荷
船
を
出
し
、
人
を
助
け
荷

物
を
取
り
上
げ
荷
主
に
返
す
」
よ
う
に
し
て
い
た
。
こ
れ
も
上
荷

船
が
独
占
的
に
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
た
公
役
の
一
つ
で
、
町
奉

行
所
と
し
て
も
、
非
常
時
の
体
勢
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
諸
国
の

船
が
安
心
し
て
入
津
で
き
、
ひ
い
て
は
大
坂
の
繁
栄
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
口
達
に
残
さ
れ
た
「
筑
前
国
岩
屋
浦
直
乗
船
頭
与
三
郎
加

子
四
人
乗
廻
船
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
筑
前
国
岩
屋
浦
の
船
の
持

ち
主
で
あ
り
船
頭
で
も
あ
る
与
三
郎
と
乗
組
員
四
人
乗
り
の
廻
船

と
の
意
味
で
、
彼
ら
が
救
助
さ
れ
た
旨
の
記
載
で
あ
っ
た
。
万
延

元
年
の
日
記
で
は
、
船
頭
与
三
郎
を
は
じ
め
「
妙
神
丸
若
者
作
次
・

甚
三
」
「
カ
シ
キ
幸
七
」
の
名
が
み
え
る
。
岩
屋
浦
の
所
在
地
は
、

現
北
九
州
市
若
松
区
で
あ
る
。

万
延
元
年
と
弘
化
三
年
と
で
は
一
四
年
の
差
が
あ
る
が
、
人
一

人
の
一
代
と
し
て
は
十
分
で
あ
り
、
場
所
も
名
前
も
一
致
す
る
。

同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
与
三
郎
の
足
跡
と
と
も
に
、
妙

神
丸
が
富
島
の
浜
に
着
岸
し
た
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

4
　
皮
革
取
引
の
舞
台
設
定

次
頁
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
当
館
に
展
示
し
て
い
る
江
戸
時
代

後
期
の
大
坂
の
港
の
様
子
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
で
、
天
保
一
〇

（
一
入
三
九
）
　
年
に
製
作
さ
れ
た
当
館
蔵
の
　
『
大
阪
湊
口
新
田
細

見
図
』
を
基
に
作
成
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
皮
革
取
引
の
舞
台
と
な
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
記

し
て
み
た
。
筑
前
国
岩
屋
浦
の
船
頭
与
三
郎
が
、
福
岡
藩
の
蔵
物

で
あ
る
皮
革
と
そ
れ
に
付
添
っ
て
き
た
猪
城
仁
三
を
乗
せ
て
、
現

大
阪
市
西
区
川
口
二
二
二
丁
目
付
近
に
あ
っ
た
富
島
一
丁
目
万
屋

平
兵
衛
浜
に
着
岸
し
た
の
は
、
一
〇
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
先
に
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坂
に
廻
送
さ
れ
た
産
物
は
、
国
問
屋
ま
た
は
船
問
屋
と
も
呼
ば
れ

る
「
何
分
か
の
手
数
料
を
受
け
て
」
「
特
定
地
方
の
商
品
を
総
括

的
に
取
り
扱
う
委
託
販
売
問
屋
」
に
よ
っ
て
、
大
坂
で
の
流
通
が

始
ま
る
。

し
か
も
国
問
屋
は
、
本
来
の
受
託
売
買
の
み
な
ら
ず
「
倉
庫
業

又
は
金
融
業
を
兼
ね
」
　
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
菓
村
屋
書
兵
衛
や

田
原
屋
藤
助
・
古
川
ふ
じ
屋
の
な
か
に
こ
う
し
た
機
能
を
持
つ
者

が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
葉
村
屋
は
上

荷
船
業
を
営
む
人
物
で
、
入
津
し
た
皮
革
を
渡
辺
村
に
積
廻
す
仕

事
を
行
っ
て
お
り
、
ふ
じ
屋
に
つ
い
て
は
蔵
を
借
り
た
こ
と
以
上

の
記
述
は
な
い
。
わ
ず
か
に
、
田
原
屋
が
値
段
の
助
言
を
す
る
と

あ
る
だ
け
で
、
日
記
を
見
る
限
り
、
受
託
先
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
者
は
み
ら
れ
な
い
。

当
時
の
蔵
物
を
売
り
捌
く
流
れ
と
し
て
「
生
産
者
－
産
物
会
所

1
蔵
屋
敷
－
立
入
入
札
商
人
　
（
問
屋
）
1
仲
買
－
小
売
」
と
い
う

ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
立
入
」
ま
た
は
「
御
館
入
」
商
人
、

す
な
わ
ち
蔵
屋
敷
に
出
入
り
す
る
商
人
が
入
札
を
行
っ
て
売
り
捌

か
れ
て
い
く
。
こ
れ
で
み
る
と
、
現
に
入
札
を
行
っ
て
い
る
の
は

渡
辺
村
の
皮
革
商
人
た
ち
で
あ
り
、
皮
革
に
関
し
て
は
、
彼
ら
が

こ
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
い
う
他
は
な
い
。
日
記
中
に
そ

の
結
果
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
〇
月
二
八
日
付
け
の
項
に
、

牛
馬
皮
値
段
合
わ
せ
の
た
め
、
蔵
屋
敷
の
牧
武
太
夫
が
太
鼓
屋
又

兵
衛
に
会
い
た
い
と
の
手
紙
を
出
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
理
由
は
、
牛
馬
等
の
皮
革
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

元
和
年
間
（
〓
ハ
一
五
～
一
六
二
三
）
　
に
和
漢
草
間
屋
の
免
許
が

与
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
渡
辺
村
の
皮
革
問
屋
だ
け
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
渡
辺
村
の
皮
革
問
屋
は
、
他
に
は
な
い

有
効
な
流
通
ル
ー
ト
を
持
ち
、
大
坂
に
廻
送
さ
れ
る
皮
革
を
取
り

扱
っ
て
い
た
。
阿
部
遠
江
守
の
書
付
に
あ
る
、
鹿
皮
は
自
草
師
仲

間
が
一
手
に
引
き
受
け
る
が
、
そ
の
他
の
諸
皮
に
つ
い
て
は
、
渡

辺
村
が
引
き
受
け
る
と
の
言
葉
を
裏
付
け
て
い
る
。
渡
辺
村
の
皮

革
問
屋
は
委
託
販
売
を
前
提
と
は
せ
ず
、
売
買
や
加
工
販
売
取
引

を
行
う
専
業
問
屋
と
し
て
、
福
岡
藩
と
皮
革
の
取
引
を
行
っ
た
と

考
え
る
。

ま
た
、
蔵
物
の
売
買
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
入
津
量
の
三
割
程

度
を
蔵
屋
敷
で
入
札
さ
せ
、
こ
の
落
札
価
格
（
「
御
定
め
直
」
）
　
を

基
準
に
、
残
り
の
も
の
を
問
屋
に
販
売
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
や
り

方
は
専
売
実
施
後
さ
ら
に
頻
繁
と
な
り
、
砂
糖
・
毛
綿
・
皮
革
な

ど
の
蔵
物
に
み
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
廻
送
し
た
皮
革
の
取

引
が
す
べ
て
終
了
し
た
と
の
明
確
な
記
述
が
な
い
な
か
で
、
左
平

た
ち
が
帰
路
に
着
い
た
理
由
と
し
て
、
こ
う
し
た
背
景
を
考
え
る

と
わ
か
り
や
す
い
。

さ
て
、
渡
辺
村
の
皮
革
商
人
た
ち
が
入
札
し
た
皮
革
の
値
段
が
、

ど
の
よ
う
な
水
準
で
あ
っ
た
の
か
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
播
磨
屋
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五
兵
衛
の
見
立
値
段
は
、
男
牛
三
貝
目
に
つ
き
銀
二
六
匁
五
分
、

女
牛
同
三
五
匁
五
分
、
馬
一
枚
に
つ
き
同
五
〇
匁
で
、
岸
部
屋
書

五
郎
の
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
六
匁
、
三
五
匁
、
五
一
匁
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
先
の
　
「
元
買
走
」
値
と
比
較
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

馬　 女　 男
皮　 牛　 牛

皮　 皮

貢　 貫
枚　 日　 日

五　 三　 二

播
五

しU

○　 五　 六
匁　 匁　 匁

五　 五
分 分

五 三 二
一　 五　 六 序

＝ヒ匁　 匁　 匁 rコ

‾「
亘
貝
′▲一

七　 三　 八
匁　 匁　 匁

四　 七
分　 分 ヌE

」四　 五 億
厘　 厘

す
な
わ
ち
「
元
買
定
」
備
に
此
し
、
男
牛
皮
で
約
四
割
増
し
、

女
牛
皮
で
約
五
割
増
し
、
馬
皮
で
約
九
割
増
し
の
備
付
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
先
に
あ
げ
た
上
納
帳
の
「
家
中
売
」
　
の

値
段
は
、
重
皮
・
馬
皮
な
ど
ほ
ぼ
倍
も
し
く
は
そ
れ
以
上
で
あ
り
、

大
坂
で
の
売
値
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
坂
へ
品
物

を
送
ら
ず
地
元
で
直
接
売
り
捌
く
た
め
、
大
坂
で
の
諸
品
の
不
融

通
と
値
段
の
高
騰
を
招
い
て
い
る
、
と
阿
部
遠
江
守
が
書
付
の
な

か
で
述
べ
た
実
態
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
れ
で
も
な
お
大
量
に
売

り
捌
く
た
め
に
は
、
全
国
市
場
で
あ
る
大
坂
の
渡
辺
村
の
皮
革
商

人
た
ち
と
の
取
引
が
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
両
面
を
表
す
も
の
と

考
え
る
。

な
お
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
商
工
業
者
が
同
業
組
合
を
結
成
し
、

営
業
の
独
占
を
図
る
株
仲
間
の
制
度
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
大
坂

で
の
物
流
を
考
え
る
う
え
で
、
こ
の
制
度
は
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
上
述
の
各
種
問
屋
や
仲
買
も
、
そ
し
て
上
荷
船
や
茶
船

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
特
に
、
本
論
で
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
西
国
か
ら
の
廻
荷
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
問
屋
は
　
「
脇
浜
に

陸
揚
げ
せ
し
め
ず
、
必
ず
大
坂
に
て
水
揚
げ
せ
し
め
、
そ
の
手
を

以
て
分
散
配
給
せ
し
め
得
る
伝
統
的
な
特
権
を
有
し
て
い
た
」
と

い
わ
れ
、
こ
う
し
た
枠
組
み
の
な
か
で
、
各
種
産
物
の
流
通
が
規

定
さ
れ
て
い
た
。

株
仲
間
の
制
度
は
、
天
保
の
改
革
期
を
除
き
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
比
較
的
長
く
継
続
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
組
合
・
仲
間
の

努
力
と
と
も
に
、
そ
の
根
底
に
は
運
上
銀
な
ど
が
入
る
、
様
々
な

公
的
業
務
を
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
役
所
側
の
思
惑
と
、
阿
部
遠
江

守
の
書
付
に
も
あ
る
よ
う
に
、
セ
リ
売
買
な
ど
は
値
段
が
上
が
る

も
と
で
、
こ
う
し
た
枠
組
み
で
安
定
的
に
売
買
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
物
価
の
安
定
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
方
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

三
　
妙
神
丸
の
出
帆

こ
う
し
て
、
左
平
た
ち
は
大
坂
を
あ
と
に
す
る
。
妙
神
丸
は
停
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泊
し
て
い
た
富
島
一
丁
目
万
屋
平
兵
衛
浜
か
ら
、
安
治
川
三
丁
目

下
に
繋
船
し
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
出
船
に
不
自
由

で
あ
る
と
し
て
さ
ら
に
三
軒
家
ま
で
移
さ
れ
、
恐
ら
く
は
木
津
川

を
通
っ
て
、
一
一
月
一
四
日
に
出
船
す
る
。
帰
り
荷
の
中
に
は
、

左
平
た
ち
が
商
談
の
合
間
に
大
坂
市
中
を
歩
き
回
っ
て
買
い
求
め

た
、
郷
里
の
人
々
か
ら
の
頼
ま
れ
物
も
あ
っ
た
。

1
　
妙
神
丸
大
坂
出
帆
時
の
同
航
路

妙
神
丸
は
大
坂
出
帆
の
前
に
、
富
島
の
万
屋
平
兵
衛
浜
か
ら
安

治
川
三
丁
目
下
に
繋
ぎ
替
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
麦
元
に
て
は
出
船

の
折
自
由
あ
し
き
に
付
き
」
、
三
軒
屋
ま
で
回
航
さ
れ
て
い
る
。

富
鳥
浜
か
ら
川
向
か
い
の
安
治
川
丁
ま
で
移
し
た
が
、
多
く
の
船

が
停
泊
し
て
い
る
た
め
、
出
船
し
つ
ら
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
、
つ
。大

坂
は
川
口
の
港
で
あ
る
た
め
、
浅
瀬
が
多
く
渡
漠
も
た
び
た

び
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
安
治
川
・
木
津
川
両
川
口
に
は
、

航
路
を
示
す
水
尾
木
が
打
ち
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
こ
の

回
航
の
航
路
に
つ
い
て
は
、
安
治
川
か
ら
木
津
川
へ
抜
け
、
一
旦

三
軒
屋
に
繋
い
だ
う
え
出
帆
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ

に
は
、
安
治
川
橋
と
亀
井
橋
を
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
物
理
的
な
こ
と
と
し
て
、
帆
柱
を
立
て
た
ま
ま
の
航
行

が
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
な
ど
の
疑
問
が
残
る
。
比
較
的
小

型
の
船
の
な
か
に
は
、
帆
柱
を
倒
し
て
上
流
の
方
ま
で
入
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
特
定
で
き
る
だ
け
の
資
料
は
な
い
。
た
と
え

ば
妙
神
丸
の
寸
法
や
橋
の
桁
下
の
高
さ
な
ど
、
そ
れ
を
検
証
す
る

記
録
が
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
今
回
の
目
的
に
照
ら
し

て
、
こ
れ
以
上
の
疑
問
の
解
決
は
別
の
機
会
と
し
た
い
。

2
　
皮
革
の
廻
荷
と
帰
り
荷

福
岡
薄
か
ら
皮
革
と
と
も
に
や
っ
て
来
た
人
た
ち
は
、
船
旅
や

商
談
の
合
間
に
名
所
見
物
に
で
か
け
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
買

物
に
も
出
て
い
る
。
郷
里
を
出
発
す
る
に
際
し
て
、
大
坂
で
の
買

物
を
頼
ま
れ
た
物
も
あ
る
。
市
中
を
歩
い
て
は
買
い
求
め
た
品
物

の
名
前
が
、
同
じ
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
お
茶
は

西
横
堀
の
嘉
来
園
、
絹
糸
類
は
本
町
の
阿
波
嘉
、
箪
笥
類
は
あ
み

だ
池
の
な
ら
や
忠
兵
衛
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
大
坂
で
は
　
『
浪
華
買
物
独
案
内
』
等
と
名
付
け
ら

れ
た
書
物
が
、
種
々
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
文
政
七
（
一

人
二
四
）
年
及
び
天
保
三
　
（
一
人
三
二
）
　
年
に
前
後
編
が
出
版
さ

れ
た
同
種
の
も
の
を
み
る
と
、
船
場
・
島
之
内
を
中
心
に
天
満
・

上
町
等
を
含
め
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
二
五
〇
〇

店
舗
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

猪
城
仁
三
や
左
平
が
買
い
求
め
た
品
々
を
取
り
扱
う
店
も
当
然

あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
大
坂
に
運
ん
で
来
た
皮
革
は
、
太
鼓
、
雪
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駄
や
た
ば
こ
入
れ
、
足
袋
や
鼻
緒
、
武
具
や
馬
具
等
に
加
工
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
商
品
を
商
う
店
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
琴
や

三
味
線
、
角
製
印
鑑
の
店
名
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
牛

の
内
臓
や
肉
を
薬
と
し
て
商
う
店
も
あ
り
、
近
ご
ろ
類
似
品
が
出

回
っ
て
い
る
、
と
注
意
書
き
を
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

阿
部
遠
江
守
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
大
坂
は
江
戸
期
を
通
じ
て

諸
国
の
台
所
で
あ
っ
た
。
各
地
の
産
物
は
大
坂
の
商
人
が
扱
い
、

職
人
た
ち
が
加
工
を
加
え
、
江
戸
を
は
じ
め
諸
国
に
移
出
さ
れ
る
。

し
か
し
、
物
は
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
動
く
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず

人
の
動
き
が
伴
い
、
人
が
動
け
ば
さ
ら
に
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

一
つ
の
取
引
は
次
の
取
引
を
生
み
、
大
坂
の
経
済
は
次
々
と
循
環

し
て
い
く
。お

わ
り
に

報
告
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
課
題
と
し
た
大
坂
で
の
商

談
の
舞
台
設
定
と
渡
辺
村
皮
革
問
屋
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て

は
、
一
定
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
た
だ
、
瀬

戸
内
海
を
通
っ
て
廻
送
さ
れ
る
皮
革
は
他
の
例
も
数
多
く
報
告
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
事
例
は
そ
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
、
渡
辺
村
か
ら
は
さ
ら
に
複
雑
な
皮
革
の
流
通
網
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
今
後
の
課

題
が
存
在
す
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
調
査
を
通
じ
て
考
え
る
こ
と
は
、
江

戸
期
の
大
坂
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
豊
か
な
内
容
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
渡
辺
村
の
皮
革
商
人
た

ち
が
広
範
な
商
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
福
岡
藩
の

例
は
、
大
坂
廻
送
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
逆
に
渡
辺
村
の
皮
革
商

人
た
ち
が
西
国
各
藩
に
買
付
に
出
向
い
て
い
る
事
例
も
数
多
く
報

告
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
渡
辺
村
は
皮
革
流
通
の
中
心
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
。
当
時
の
大
坂
経
済
を
支
え
た
も
の

は
、
西
廻
り
航
路
を
大
動
脈
と
し
て
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
が
、

皮
革
等
交
易
の
役
割
は
大
き
い
と
言
え
る
。

江
戸
時
代
未
に
描
か
れ
た
　
『
大
坂
名
所
一
覧
』
　
の
構
図
は
、
大

坂
を
東
か
ら
西
に
鳥
撤
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
渡
辺
村
の
、
そ
し
て
大
坂
の
立
地
を
象
徴

的
に
表
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
明
石
海
峡
を
通
じ
て
西
に
向

か
う
眺
め
は
、
瀬
戸
内
海
を
通
じ
た
交
易
の
ル
ー
ト
を
ま
さ
に
表

す
も
の
で
あ
っ
た
。

註（
1
）
　
本
展
示
に
あ
た
っ
て
は
、
阿
南
重
幸
「
江
戸
期
　
皮
流
通
と
大

坂
商
人
－
長
崎
・
府
内
・
小
倉
・
筑
前
・
対
馬
・
大
坂
」
　
（
第
八

回
全
国
部
落
史
研
究
交
流
会
レ
ジ
ュ
メ
、
二
〇
〇
二
年
八
月
一
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日
）
、
勝
男
義
行
「
領
国
を
越
え
た
関
西
の
皮
革
業
－
渡
辺
村
の

皮
問
屋
の
活
動
を
中
心
に
」
　
（
同
上
）
、
坂
元
恒
太
「
火
山
灰
台
地

に
お
け
る
農
業
革
命
－
知
覧
の
海
運
商
人
仲
覚
兵
衛
と
骨
粉
肥
料

1
」
、
中
尾
健
次
「
大
阪
・
渡
辺
村
と
皮
革
産
業
」
　
（
太
田
恭
治
・

中
島
順
子
・
山
下
美
也
子
編
著
『
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
　
所
収
）

を
参
照
し
た
　
（
本
論
に
関
わ
る
も
の
は
つ
ぎ
に
記
す
）
。

（
2
）
福
岡
部
落
史
研
究
会
編
『
松
原
革
会
所
文
書
　
第
二
巻
』
　
（
一
九

九
三
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
万
延
元
年
時
の
「
登
坂
日
記
」
は
、

同
書
四
〇
四
頁
の
「
登
坂
日
記
」
と
同
四
二
一
頁
の
「
登
坂
諸
日

記
井
注
文
物
指
引
控
帳
」
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
同
書
の
あ
と
が

き
に
よ
る
と
、
後
者
は
前
者
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
と
判
断
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
報
告
は
、
そ
の
両
者
を
比
較
し
な
が
ら
概
要

を
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
3
）
の
び
し
ょ
う
じ
「
松
原
革
会
所
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」
（
『
部

落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
六
大
号
、
一
九
九
二
年
）
　
で
は
、
上
納
帳

の
性
格
が
詳
し
く
分
析
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
項
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
種
々
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
4
）
　
前
掲
『
松
原
革
会
所
文
書
　
第
二
巻
』
　
三
二
三
頁
。

（
5
）
　
同
前
一
頁
。

（
6
）
　
同
前
三
九
一
頁
。

（
7
）
　
同
前
三
六
六
頁
。

（
8
）
　
同
前
三
七
七
頁
。

（
9
）
大
阪
歴
史
博
物
館
図
録
『
特
別
展
よ
み
が
え
る
鋼
』
、
二
〇
〇
三

年
、
八
八
頁
。

（
1
0
）
前
掲
『
桧
原
革
会
所
文
書
第
二
巻
』
三
三
三
頁
。

（
1
1
）
大
阪
商
工
会
議
所
編
『
大
阪
商
業
史
資
料
第
三
十
巻
』
、
一
九

六
四
年
、
三
〇
～
ニ
ー
二
頁
。
明
治
三
二
（
一
人
九
九
）
年
に
当

時
の
大
阪
商
業
会
議
所
が
企
画
し
、
大
阪
の
商
業
沿
革
史
に
つ
い

て
史
料
調
査
を
行
い
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
原
文
片
仮
名
）

（
12
）
本
書
に
よ
る
と
、
板
行
当
時
の
大
坂
の
状
況
が
詳
し
く
記
さ
れ
、

数
多
く
の
諸
商
人
の
所
在
地
や
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
板

行
さ
れ
て
以
降
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
大
幅
改
正
さ
れ
る

な
ど
、
天
保
一
〇
（
一
人
三
九
）
年
版
ま
で
七
回
の
板
行
と
改
定

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
経
緯
・
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

多
治
比
郁
夫
・
日
野
竜
夫
編
輯
、
野
間
光
辰
監
修
『
校
本
難
波
丸

綱
目
』
に
延
享
版
お
よ
び
安
永
版
の
印
影
版
が
採
録
さ
れ
る
な
ど

詳
し
い
。
な
お
、
原
本
の
確
認
は
、
志
田
垣
与
助
編
・
画
『
難
波

丸
綱
目
』
享
和
版
に
よ
っ
て
い
る
。

（
ほ
）
宮
本
又
次
「
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
御
館
入
」
（
宮
本
又
次
編
．
『
大
阪

の
研
究
第
4
巻
蔵
屋
敷
の
研
究
・
鴻
池
家
の
研
究
』
一
九
七

〇
年
）
一
〇
九
頁
。

（
1
4
）
同
前
、
一
ニ
ー
頁
。

（
1
5
）
中
之
島
尋
常
小
学
校
創
立
六
十
五
周
年
中
之
島
幼
稚
園
創
立
五

十
周
年
記
念
会
編
『
中
之
嶋
誌
』
一
九
七
四
年
、
五
二
六
頁
。
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（
．1
6
）
江
戸
末
期
の
大
坂
で
上
荷
船
業
を
営
ん
で
い
た
、
高
麗
家
の
文

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
堺
古
文
書
研
究
会
編
『
大
阪
市
中
の
上
荷

船
・
茶
船
』
（
一
九
九
六
年
）
は
、
こ
れ
が
解
読
さ
れ
出
版
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

（
1
7
）
同
前
、
五
八
頁
。

（
1
8
）
同
前
、
一
三
九
頁
。

（
1
9
）
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
市
史
編
集
室
編
『
大
阪
編
年
史
第
四
巻
』

一
九
六
八
年
、
四
三
一
頁
。

（
2
0
）
大
阪
市
役
所
蔵
版
『
大
阪
市
史
第
四
下
』
一
九
一
三
年
、
一

人
〇
七
頁
。

（
2
1
）
大
阪
市
役
所
蔵
版
『
大
阪
市
史
第
五
』
一
九
一
一
年
、
三
〇

七
頁
。

（
2
2
）
大
阪
経
済
史
料
集
成
刊
行
委
員
会
編
『
大
阪
経
済
史
料
集
成

第
十
巻
』
一
九
七
七
年
、
五
人
一
頁
。

（
2
3
）
大
阪
市
役
所
編
纂
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
第
一
巻
』
一
九
三

四
年
、
一
九
五
頁
。

（
2
4
）
宮
本
又
次
『
日
本
近
世
問
屋
制
の
研
究
』
一
九
七
一
年
、
一
人

五
頁
。

（
2
5
）
宮
本
前
掲
「
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
御
館
入
」
二
一
頁
。

（
26
）
「
浪
速
部
落
の
歴
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
渡
辺
・
西
浜
・
浪
速
』

一
九
九
七
年
、
二
七
頁
。

（
2
7
）
前
掲
『
大
阪
市
史
第
五
』
六
三
九
頁
。
書
付
の
引
用
は
原
文

で
は
な
く
、
そ
の
意
を
記
し
て
い
る
。
他
の
箇
所
も
同
じ
。

（
2
8
）
前
掲
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
　
第
十
巻
』
　
五
人
一
頁
。

（
2
9
）
　
宮
本
前
掲
「
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
御
館
入
」
一
五
二
頁
。

（
3
0
）
宮
本
前
掲
『
日
本
近
世
問
屋
制
の
研
究
』
一
四
三
頁
。

（
3
1
）
　
大
阪
経
済
史
料
集
成
刊
行
委
員
会
編
『
大
阪
経
済
史
料
集
成

第
十
一
巻
』
一
九
七
七
年
、
二
二
六
頁
。

付
記
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
の
内
容

は
、
昨
秋
に
実
施
し
た
パ
ネ
ル
展
示
に
始
ま
り
、
本
年
一
月
の
㈱
部

落
解
放
・
人
権
研
究
所
の
歴
史
部
会
で
の
報
告
を
基
に
す
る
も
の
で

あ
る
。こ

の
間
、
同
歴
史
部
会
部
会
長
で
大
阪
教
育
大
学
の
中
尾
健
次
教

授
に
は
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
部
落
解
放
同
盟
浪
速
支
部
の

米
田
弘
毅
書
記
次
長
、
渡
連
英
文
化
部
長
に
は
種
々
相
談
に
の
っ
て

い
た
だ
き
、
㈱
福
岡
県
人
権
研
究
所
の
竹
森
健
二
郎
主
任
研
究
員
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
の
坂
元
恒
太
学
芸
員
に
は
お
忙
し
い
な
か
資
料

提
供
の
ご
無
理
を
願
っ
た
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ

た
い
。
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